
 

 

教頭 森山 正樹 

 ２月 21 日(金)の放課後に学校関係者評価委員会を開催し、この１年間のあやめ野中

学校における教育活動等を振り返りました。本校の学校運営に対し、PTA 会長と４名

の学校評議員の皆様から貴重なご意見をいただきました。 

 本校の学校教育目標の実現に向けた学校運営の重点①～⑯を、それぞれ教職員・生

徒・保護者によるアンケートを実施しました。アンケートは、５「よく当てはまる」、

４「やや当てはまる」、３「どちらでもない」、２「あまり当てはまらない」、１「まっ

たく当てはまらない」の５段階(5 件法)で行い、その平均値をもとにＡ～Ｄの達成度を

示しました。今年度の達成度が高い項目〇と高くない項目●は次のようになりました。 

〇 ④「学校からの情報発信」          教職員：4.70、保護者：4.40 

〇 ⑥「インクルーシブ教育の推進」       教職員：4.80、保護者：4.10 

〇 ⑮「教育相談の充実」               教職員：4.70、保護者：4.20 

〇 ⑯「いじめの指導」             教職員：4.60、保護者：4.10 

● ③「あいさつの取組」            教職員：3.60、保護者：3.80 

● ⑪「マネジメント手帳の活用」        教職員：3.60、保護者：3.40 

 自己評価の結果を踏まえて、よく達成できている項目については、次年度も継続して

取り組みます。本校の課題として毎年の検討事項となっているものの１つが、マネジメ

ント手帳の効果的な活用です。次年度については、学年の実態に合わせて、活用するマ

ネジメント手帳を見直し、生徒の発達の段階に合わせた活用の充実を図ります。自己管

理能力はすぐに身に付くものではありませんが、目標に対して見通しをもちながら実践

し、その取組を振り返りながら粘り強く学びを自己調整していく力を育成していきま

す。 

もう１つの課題はあいさつです。コロナ禍を経て、本校に以前に見られていたあいさ

つの姿が変わってきました。あいさつは人間関係の構築において大切なコミュニケーシ

ョンのひとつであり、よりよい関係を築いていくために、あいさつにはどのような良さ

があるのかを子どもたちが考える場を大切にしていきます。例えば、生徒会活動として

生活委員会による啓発活動をさらに推進していきたいと考えています。 

 今回の学校評価では、生徒・保護者における設問を分かりやすく変更いたしました。

また、令和５年度の学校評価の達成度に比べて、数値が伸びた項目が多くありました。

この１年間における学校運営の成果が表れたものと考えます。令和７年度も、保護者の

皆様のご協力をいただきながら、より充実した学校運営を行ってまいります。引き続

き、よろしくお願いいたします。 
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３月の主な予定 

日 曜日 行 事 

1 土  

2 日  

3 月 
安全衛生の日 

公立高校入試下見 

４ 火 公立高校入試１日目 

5 水 公立高校入試２日目、SC 

6 木  

7 金 ３年薬物乱用防止教室 

8 土  

9 日   

10 月 ３年体育大会、諸会議 

11 火 
全協・委員会・局会  

公立高校追入試検査日 

12 水 SC 

13 木 卒業式総練習、給食なし 

14 金 第 36 回卒業式、給食なし 

15 土  

16 日  

17 月 公立高校入試合格発表 

18 火 職員会議、午前授業 

19 水 諸会議、午前授業、SC 

20 木 春分の日 

21 金 諸会議、午前授業 

22 土  

23 日  

24 月 諸会議、午前授業、給食なし  

25 火 修了式、離任式、給食なし 

26 水 春休み～4/7 

27 木   

28 金   

29 土  

30 日   

31 月   

 

小中一貫した教育の推進 
１月２９日（水）月寒東小学校６年１～２組 

２月 ３日（月）あやめ野小学校 ６年１組 

 本校の美術科教諭が、小学６年生に対して

乗り入れ授業（校区内の小中学校でお互いの

教師が授業をすること）を行いました。これ

は、市教委が進めている小中一貫した教育の

活動の一環として行っているもので、中１ギ

ャップを解消すると共に、小中学校９年間を

見据えた教育活動を展開することを目的にし

ています。 

 授業では自分の

感情を抽象的なか

たちを用いて表現

する授業を行いま

した。児童は抽象的

な概念に戸惑いつ 

つも、クイズなどに積極的に参加することで、

自分の感情をかたちのあるものに表現する楽

しさを実感していました。 

どの学級でも、にこやかに授業に参加する

様子が見られました。授業後の感想には、「楽

しかった」「抽象的なイメージを掴むことがで

きた」などがあり、充実した様子が伝わってき

ました。 

 

１月２３日（木）小学校６年生による訪問 

５，６時間目にあやめ野小、月寒東小の６年

生が本校を訪れて、中学校の様子を見るととも

に、６時間目には１年生と交流をしました。小

グループごとに時間をかけて準備を行い、６年

生が入学に向けて抱えている不安を取り除く

ために、中学校生活の紹介や小学生からの質問

に答える時間を設定しました。はじめは、お互

いに緊張した様子でしたが徐々に慣れ、スムー

ズな交流となっていました。 

年齢、校種の壁

を越えて、実際の

授業風景や学校

生活のことなど

たくさんの情報

を共有する充実

した時間となり

ました。 


